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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 3,936 ― 125 ― 151 ― 127 ―

20年3月期第1四半期 3,812 2.2 46 △31.0 86 △20.5 59 7.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 9.20 9.18
20年3月期第1四半期 4.31 4.27

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 15,202 7,700 50.3 550.23
20年3月期 15,023 7,560 50.0 540.18

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  7,645百万円 20年3月期  7,506百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 5.00 ― 5.00 10.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 7,700 ― 80 ― 60 ― 50 ― 3.61
通期 16,000 △0.8 700 118.5 700 94.1 580 214.3 41.92

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご参照ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご参照ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 １．平成20年５月15日に公表いたしました連結業績予想は、修正しておりません。 
 ２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際    
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 ３．当連結会計年度より、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の摘要指針」（企業会計基準適    
用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  13,895,928株 20年3月期  13,895,928株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  228株 20年3月期  228株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  13,895,700株 20年3月期第1四半期  13,824,700株



定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当第１四半期における我が国経済は、原油を中心とする原材料価格の高騰を背景に、景気回復は足踏み状態となり、

企業の設備投資や個人消費の伸びには、かげりが見られるようになりました。また、海外においては、サブプライム

ローン問題に端を発した国際的な金融市場の混乱による米国経済の減速感は依然として根強く、世界経済への波及が

懸念される状況となっております。

　当企業集団の主要販売先である半導体製造装置業界、電子部品実装装置業界、液晶製造装置業界の各業界において

は、一部の電子部品実装装置メーカーでは主にノートＰＣ製造用途などに中国からの需要が堅調でありました。また、

液晶製造装置業界においては、前期まで抑制されてきた設備投資意欲の改善が見受けられました。しかしながら、半

導体製造装置業界では、半導体業界におけるDRAM価格低迷の長期化の影響により、半導体メーカーの設備投資が抑制

されたことから受注は伸び悩みました。

  以上の情勢のもと、当第１四半期の連結売上高は3,936百万円（前年同期比3.3％増）、営業利益は125百万円（前年

同期比166.7％増）、経常利益151百万円（前年同期比75.8％増）、四半期純利益127百万円（前年同期比114.8％増）

となりました。 

＜セグメント情報＞

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。　

（光応用機器事業）

　光応用機器事業においては、マシンビジョンシステム部門の売上高は前年同期を上回ったものの、画像機器部門で

コスメティック用肌カウンセリングシステム関連において売上が第２四半期に後倒しとなった案件が増加したことに

より、光応用機器事業としての売上高は前年同期に比べ若干の増加にとどまりました。利益面については、マシンビ

ジョンシステム部門において、客先仕様に合わせた利益率の低い製品の売上比率が高かったことに加え、画像機器部

門が低調であったことなどから、光応用機器事業の営業利益は前年同期を下回りました。

　以上の結果、当部門の売上高は、3,229百万円（前年同期比2.3%増）、営業利益181百万円（前年同期比11.6%減）と

なりました。　

（機能性材料事業）

　機能性材料事業では、光通信関連業界向けの高純度石英については競争激化の影響などにより売上高が減少したも

のの、メディカル用各種チューブ等の商材の売上が好調であったことから、事業全体での売上高は前年同期に比べ増

加いたしました。利益面については、利益率の高い商材の売上割合が増加したことなどにより、前年同期を上回りま

した。

  以上の結果、当部門の売上高は、売上高444百万円（前年同期比6.0%増）、営業利益45百万円（前年同期比697.4%

増）となりました。　

（バイオ関連事業）

　バイオ関連事業では、主力製品である自動精製装置「Purif」シリーズの販売が好調であったことなどから、売上高

は前年同期に比べ増加いたしました。利益面については、原価低減活動が奏功したことなどにより前年同期を上回り、

営業損失の改善につながりました。

　以上の結果、当部門の売上高は、売上高235百万円（前年同期比14.9%増）、営業損失112百万円（前年同期比26.2%

減）となりました。

（その他の事業）

　その他の事業では、連結子会社の株式会社コルクによる役務の提供などが売上高の主体となっております。当事業

では営業経費の適正化により、黒字化を果たしております。

　以上の結果、当部門の売上高は、売上高26百万円（前年同期比16.5%減）、営業利益10百万円（前年同期営業損失11

百万円）となりました。

   所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 （日本）

  国内売上高は、マシンビジョンシステム部門ならびにバイオ関連事業の売上高が好調でありました。利益面に関し

ましては、機能性材料事業の利益率向上およびバイオ関連事業の営業損失が改善いたしました。

　以上の結果、国内向けの売上高は3,677百万円（前年同期比5.0％増）となり、営業利益は164百万円（前年同期比

131.1％増）となりました。

　 （海外）　

　海外売上高は、北米地域におけるコスメティック用肌カウンセリングシステムの販売が好調でありました。また欧

州地域では、工業用画像関連機器の販売が伸び悩みました。アジア地域においては、台湾、韓国向けの売上が堅調で

ありましたが、前連結会計年度末に設立したモリテックスSINGAPORE PTE.LTD.において諸経費が発生いたしました。

　以上の結果、海外向けの売上高は808百万円（前年同期比11.2％減）となり、営業損失は29百万円となりました。　
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２．連結財政状態に関する定性的情報

  当第１四半期末の総資産は15,202百万円で、前連結会計年度末と比較して178百万円の増加となりました。これは主

に、現金及び預金132百万円およびたな卸資産378百万円の増加等と、受取手形及び売掛金228百万円の減少等によるも

のであります。

  負債の部は7,501百万円で、前連結会計年度末と比較して37百万円の増加となりました。これは主に、支払手形及び

買掛金が278百万円増加いたしましたが、短期および長期借入金が167百万円減少したこと等によるものであります。

  純資産の部は7,700百万円で、当第１四半期の純利益127百万円およびその他有価証券評価差額金の増加12百万円に

より、前連結会計年度末と比較して140百万円の増加となりました。

  当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動により404百万円増加し、投資活動により57

百万円減少し、財務活動により232百万円減少いたしました。この結果、現金及び現金同等物は132百万円の増加とな

り、四半期末残高は2,294百万円となりました。

　各活動別の説明

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果得られた資金は404百万円となりました。これらの主な要因は、たな卸資産は増加しましたが、売

上債権の減少および仕入債務の増加等によるものであります。    

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は57百万円となりました。これらの主な要因は、有形固定資産の取得による支出等に

よるものであります。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

　    財務活動の結果使用した資金は232百万円となりました。これらの主な要因は、短期借入金の純減少と長期借入金

    の返済による支出および配当金の支払によるものであります。

 

３．連結業績予想に関する定性的情報

当第１四半期における収益状況は計画を上回る進捗があったものの、当企業集団の主要販売先の一つである半導体

製造装置業界においては、第２四半期以降にこれまで以上の生産調整が行われるものと予想されます。また、電子部

品実装装置業界においても第２四半期に調整局面入りすることが見込まれるなど、今後の事業環境への不透明感が強

まっております。

　したがって、現時点においては、平成20年５月15日に発表した第２四半期および通期業績予想の変更はありません。

 

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　当該事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　　　　 (簡便な会計処理)

　　　　　①棚卸資産の評価方法

　　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

　高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

    また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り

　簿価切下げを行う方法によっております。　

　　　　  ②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　　　　　　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定にあたり加味する加減算項目や税額控除項目を、重要

　　　　　なものに限定しております。
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（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　　　　　①「四半期財務諸表に関する会計基準」の適用

　　　　　　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）および「四半期財務諸表

          に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財

          務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

　　　　　②その他有価証券の評価方法の変更　　

　　　　　　その他有価証券

　　　　　　　時価のあるもの

　　　　　　　　当第１四半期連結会計期間末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理

　　　　　　　し、売却原価は移動平均法により算定）

　　　　　（会計処理の方法の変更）

 　　　　　　 その他有価証券の時価のあるものの評価差額の処理方法については、従来、部分純資産直入法により処理

しておりましたが、市場価格の変動による連結財務諸表の不安定性を回避し、期間損益をより適正に反映す

るため、当第１四半期連結会計期間より、全部純資産直入法による処理に変更しております。

なお、今回の変更に伴う、税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　　　　　③四半期連結損益計算書の表示方法の変更

　　　　　　従来、売上債権売却損は販売費及び一般管理費に計上しておりましたが金額的重要性が増加してきたため、

　　　　　当第１四半期連結累計期間より営業外費用に当該科目をもって掲記することといたしました。

　　　　　④四半期連結キャッシュ・フロー計算書の表示方法の変更

　　　　　　従来、短期借入金の借入による収入および短期借入金の返済による支出について、総額表示しておりました

　　　　　が、当第１四半期連結累計期間より期間が短くかつ回転が早い短期借入金の借換えによるキャッシュ・フロー

　　　　　について純額表示とする方法に変更いたしました。

　　（４）追加情報

　　　　　有形固定資産の耐用年数の変更

　　　　　　平成20年度の法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数の見積もりの変

　　　　　更を実施いたしました。

　　　　　　これにより、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益は、それぞれ１百万円減少しておりま

　　　　　す。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,294,013 2,161,202

受取手形及び売掛金 2,645,444 2,874,110

商品 226,115 194,734

製品 2,158,243 1,870,050

原材料 896,002 777,695

仕掛品 389,221 448,583

貯蔵品 84,851 84,851

繰延税金資産 156,890 161,803

その他 183,915 249,063

貸倒引当金 △1,500 △1,500

流動資産合計 9,033,198 8,820,594

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,577,920 2,545,408

減価償却累計額 △896,475 △866,094

建物及び構築物（純額） 1,681,444 1,679,313

機械装置及び運搬具 1,181,627 1,168,669

減価償却累計額 △887,970 △864,681

機械装置及び運搬具（純額） 293,656 303,987

工具、器具及び備品 2,485,401 2,423,294

減価償却累計額 △1,822,626 △1,743,576

工具、器具及び備品（純額） 662,774 679,717

土地 1,736,712 1,736,712

建設仮勘定 76,318 102,701

有形固定資産合計 4,450,906 4,502,431

無形固定資産   

借地権 40,213 37,670

ソフトウエア 108,904 93,470

その他 29,893 31,498

無形固定資産合計 179,011 162,638

投資その他の資産   

投資有価証券 405,552 384,928

関係会社株式 239,695 237,753

破産更生債権等 5,073 5,080

繰延税金資産 463,007 480,058

その他 430,648 435,366

貸倒引当金 △5,073 △5,080

投資その他の資産合計 1,538,904 1,538,107

固定資産合計 6,168,822 6,203,178

資産合計 15,202,020 15,023,773



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,854,205 2,575,780

短期借入金 1,273,260 1,275,476

1年内返済予定の長期借入金 505,582 578,082

未払金 346,109 421,438

未払法人税等 44,918 66,355

賞与引当金 64,461 212,018

その他 308,952 159,784

流動負債合計 5,397,489 5,288,935

固定負債   

長期借入金 986,670 1,079,003

退職給付引当金 1,077,595 1,053,751

受入保証金 13,190 13,190

負ののれん 26,455 28,860

固定負債合計 2,103,911 2,174,805

負債合計 7,501,401 7,463,741

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,320,241 3,320,241

資本剰余金 3,387,658 3,387,658

利益剰余金 976,278 917,895

自己株式 △252 △252

株主資本合計 7,683,925 7,625,543

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 21,453 9,315

繰延ヘッジ損益 △11,731 △38,462

為替換算調整勘定 △47,839 △90,275

評価・換算差額等合計 △38,117 △119,422

少数株主持分 54,811 53,911

純資産合計 7,700,619 7,560,031

負債純資産合計 15,202,020 15,023,773



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 3,936,575

売上原価 2,727,394

売上総利益 1,209,181

販売費及び一般管理費 1,084,164

営業利益 125,017

営業外収益  

受取利息及び配当金 3,934

為替差益 29,725

持分法による投資利益 5,831

負ののれん償却額 2,008

その他 10,646

営業外収益合計 52,147

営業外費用  

支払利息 14,893

手形売却損 3,574

売上債権売却損 6,732

営業外費用合計 25,200

経常利益 151,963

特別損失  

固定資産除却損 20

特別損失合計 20

税金等調整前四半期純利益 151,942

法人税、住民税及び事業税 28,263

法人税等調整額 △4,461

法人税等合計 23,801

少数株主利益 280

四半期純利益 127,860



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 151,942

減価償却費 127,070

負ののれん償却額 △2,008

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23,844

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7

有形固定資産除却損 20

持分法による投資損益（△は益） △5,831

受取利息及び受取配当金 △3,934

為替差損益（△は益） △29,725

支払利息 14,893

手形売却損 3,574

売上債権売却損 6,732

補助金収入 △2,298

売上債権の増減額（△は増加） 228,672

たな卸資産の増減額（△は増加） △378,520

仕入債務の増減額（△は減少） 320,359

その他の流動資産の増減額（△は増加） 67,195

その他の流動負債の増減額（△は減少） △62,989

小計 458,991

利息及び配当金の受取額 3,934

持分法適用会社からの配当金の受取額 3,890

利息の支払額 △14,620

手形売却損の支払額 △3,574

売上債権売却損の支払額 △6,732

法人税等の支払額 △37,795

営業活動によるキャッシュ・フロー 404,091

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △56,272

無形固定資産の取得による支出 △2,704

子会社株式の取得による支出 △3,000

投資有価証券の取得による支出 △155

投資その他の資産の増減額（△は増加） 4,718

投資活動によるキャッシュ・フロー △57,415

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △19,894

長期借入金の返済による支出 △164,833

配当金の支払額 △47,305

財務活動によるキャッシュ・フロー △232,032

現金及び現金同等物に係る換算差額 18,166

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 132,810

現金及び現金同等物の期首残高 2,161,202

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,294,013



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

光応用機器

　（千円）

機能性材料

　（千円）

バイオ関連

　（千円）

その他

　（千円）

計

　（千円）

消去又は
全社

 （千円）

連結

　（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 3,229,713 444,480 235,985 26,395 3,936,575 － 3,936,575

(2)セグメント間の内部売上

　 高又は振替高
－ － － － － － －

計 3,229,713 444,480 235,985 26,395 3,936,575 － 3,936,575

営業利益又は営業損失(△) 181,858 45,757 △112,832 10,232 125,017 － 125,017

ｂ．所在地別セグメント情報

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

日本
（千円）

海外
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 3,567,128 369,446 3,936,575 － 3,936,575

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
110,699 438,953 549,652 (549,652) －

計 3,677,827 808,399 4,486,227 (549,652) 3,936,575

営業利益 164,848 △29,215 135,633 (10,616) 125,017

 

ｃ．海外売上高

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

欧州 北米 アジア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 54,118 159,918 677,938 891,975

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 3,936,575

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 1.4 4.1 17.2 22.7

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

－ 1 －



「参考資料」

前四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期連結損益計算書

科目

前年四半期
（平成20年３月期
第１四半期）

金額（千円）

Ⅰ　売上高 3,812,234

Ⅱ　売上原価 2,639,548

売上総利益 1,172,685

Ⅲ　販売費及び一般管理費 1,125,814

営業利益 46,871

Ⅳ　営業外収益 58,422

Ⅴ　営業外費用 18,829

経常利益 86,464

Ⅵ　特別損失 5,129

税金等調整前四半期純利益 81,335

税金費用 22,030

少数株主損失 △217

四半期純利益 59,523

－ 2 －



（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前年同四半期
（平成20年３月期
第１四半期）

区分 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー  

　税金等調整前四半期純利益 81,335

　減価償却費 121,796

　売上債権の減少額 32,483

　たな卸資産の増加額 △416,090

　仕入債務の増加額 428,616

　その他 △51,314

　　    小計 196,826

　法人税等の支払額　 △30,008

　その他　 △6,378

営業活動によるキャッシュ・フロー 160,439

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー  

　有形固定資産の取得による支出　 △241,686

　その他　 27,546

投資活動によるキャッシュ・フロー △214,140

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー  

　短期借入金の減少額　 △8,447

　長期借入金の減少額　 △163,483

　配当金の支払額 △43,893

財務活動によるキャッシュ・フロー △215,823

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 6,715

Ⅴ　現金及び現金同等物の減少額 △262,808

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 1,729,984

Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高 1,467,175

－ 3 －



（３）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

前第１四半期連結累計期間（自平成19年４月１日　至平成19年６月30日）

光応用機器

　（千円）

機能性材料

　（千円）

バイオ関連

　（千円）

その他

　（千円）

計

　（千円）

消去又は
全社

（千円）

連結

　（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 3,155,763 419,396 205,472 31,601 3,812,234 － 3,812,234

(2)セグメント間の内部売上

　 高又は振替高
－ － － － － － －

計 3,155,763 419,396 205,472 31,601 3,812,234 － 3,812,234

営業費用 2,950,114 413,658 358,352 43,237 3,765,362 － 3,765,362

営業利益又は営業損失(△) 205,649 5,738 △152,880 △11,636 46,871 － 46,871

　b.　所在地別セグメント情報

前第１四半期連結累計期間（自平成19年４月１日　至平成19年６月30日）

日本
（千円）

海外
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 3,404,968 407,265 3,812,234 － 3,812,234

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
98,534 503,323 601,858 (601,858) －

計 3,503,503 910,589 4,414,092 (601,858) 3,812,234

営業利益 71,322 △395 70,927 (24,055) 46,871

 

　c.　海外売上高

前第１四半期連結累計期間（自平成19年４月１日　至平成19年６月30日）

欧州 北米 アジア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 86,544 96,144 519,303 701,992

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 3,812,234

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 2.3 2.5 13.6 18.4

－ 4 －
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